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潮位：海上保安庁の観測値使用 風力：ビューフォート風力階級表による 天気（雲量 ～1：快晴、～8：晴れ、～曇り） 参加 YK KB IK ETC

パックテスト：硝酸は淡水用(10以上で高濃度測定)、不検出(着色なし)：ND、 大人 6 2 1 14
検出下限以下(着色あり)：＜下限値、COD：10℃:6分,20℃:5分,30℃:4分 子供 3 8

 陸鳥 動物プランクトン 魚

□ アオサギ □ アオジ □ エボシミジンコ □ アカエイ

□ アカエリカイツブリ □ イワツバメ □ トゲエボシミジンコ 巻貝 二枚貝(ア～ハ) 二枚貝(マ～ワ) ■ アナゴ

□ イソシギ □ エナガ □ ビンガタカラムシ □ アカニシ □ アカガイ □ マガキ □ イシガキダイ

□ イソヒヨドリ □ オナガ △ オタマボヤ ■ アラムシロ ■ アサリ ■ マテガイ □ イシガレイ

□ ウミアイサ □ カワラヒワ △ ケンミジンコ ■ アラレタマキビ ▽ イソシジミ □ ミゾガイ □ イシダイ

□ ウミネコ □ キジバト △ ゴカイ幼生 □ イシダタミ □ ウスカラシオツガイ ◆ ミドリイガイ □ イシモチ

□ オオセグロカモメ □ コゲラ △ センチュウ ■ イボニシ □ オオノガイ □ ムラサキイガイ □ カタクチイワシ

□ オオバン □ シジュウカラ △ ゾエア幼生（カニ） □ カラマツガイ □ カガミガイ ■ ワスレイソシジミ □ ギマ

□ オオミズナギドリ □ スズメ △ メガロパ幼生（カニ） ■ キセワタ □ コウロエンカワヒバリガイ □ ギンポ

□ オナガガモ □ セッカ □ コウダカアオガイ □ サクラガイ □ クサフグ

■ カワウ □ タヒバリ □ シマハマツボ □ サトウガイ □ コトヒキ

□ カンムリカイツブリ □ ツバメ 植物プランクトン □ シマメノウフネガイ ■ サルボオ その他の貝の仲間 □ サッパ

□ キアシシギ □ ドバト □ ツノフタヒゲムシ □ スガイ ■ シオフキ □ ウミフクロウ □ シンコ？

□ キョウジョシギ □ トビ □ ヒメフタヒゲムシ ? □ セキモリ □ チヨノハナガイ □ ケハダヒザラガイ □ スズキ

□ クロガモ □ ハクセキレイ □ ヤコウチュウ □ タマキビ □ トリガイ □ コウイカ □ ヒメハゼ

■ コアジサシ □ ハシブトガラス （カー） △ 珪藻類 ■ ツメタガイ 卵のう □ ナミマガシワ □ ジンドウイカ □ ヒラメ

□ コガモ ■ ハシボソガラス （ガー） □ ネコガイ □ ニオガイ □ マダコ □ ボラ

□ コチドリ □ ヒバリ □ ムギガイ ■ バカガイ △ ウミウシ □ マコガレイ

□ スズガモ □ ヒヨドリ ■ ヒバリガイの仲間 □ マゴチ

□ セグロカモメ □ ミサゴ (海浜)植物 □ ヒメシラトリ ■ マハゼ

□ ダイサギ □ ムクドリ □ オオキンケイギク □ ホトトギスガイ クジラ ■ ヨウジウオ

□ チュウシャクシギ □ メジロ ■ オニヤブソテツ ■ ホンビノスガイ □ スナメリ △ イワシ

□ トウネン □ モズ □ カモジグサ △ カレイ

□ ハシビロガモ △ カラス ■ ギシギシ カニ エビ ヤドカリ △ シラス

□ ハジロカイツブリ ■ コウボウシバ ■ イシガニ ■ エビジャコ □ ホンヤドカリ ■ フグ 幼魚

□ ヒドリガモ □ チガヤ ■ イソガニ ■ スジエビモドキ ■ ユビナガホンヤドカリ

□ ホシハジロ □ ツキミソウ ■ イッカククモガニ □ ニホンスナモグリ □ ヨモギホンヤドカリ

□ ミヤコドリ ■ ツルナ □ イワガニ ■ ユビナガスジエビ ▲ ヤドカリ

□ ミユビシギ クラゲ ■ ハマダイコン ■ ガザミ △ エビ類 ホヤ

□ ユリカモメ ■ アカクラゲ ■ ハマヒルガオ □ コメツキガニ ▲ ヨコエビ ■ シロボヤ

△ カモメ □ ウリクラゲ ■ ハマユウ □ タイワンガザミ ■ マンハッタンボヤ

□ カミクラゲ ■ タカノケフサイソガニ フジツボ 節足その他 ■ ユウレイボヤ

□ カラカサクラゲ 海藻 □ チチュウカイミドリガニ □ イワフジツボ □ カイヤドリウミグモ

□ ミズクラゲ ■ アオサ □ ヒライソガニ □ エボシガイ □ ハマダンゴムシ 10 15
イソギンチャク □ アマモ(漂着) □ マメコブシガニ □ シロスジフジツボ ■ フナムシ ワレカラ 10 20
□ クロガネイソギンチャク □ コアマモ □ モクズガニ □ シロフジツボ □ ミツオビクーマ □ コブワレカラ 10 25
■ タテジマイソギンチャク ゴカイ □ ハネモ(漂着) ▲ カニ □ タテジマフジツボ △ イソコツブムシ ■ トゲワレカラ 10 30
△ イソギンチャク □ イソメ □ ボウアオノリ □ ドロフジツボ ▲ ウミグモ □ マルエラワレカラ？ 10 35

■ エゾカサネカンザシ □ ホンダワラ(漂着) □ ヨーロッパフジツボ △ クーマ類 △ ワレカラ 10 40
□ スゴカイイソメ □ ミル(漂着) △ フジツボ △ スナホリムシ 10 45

ヒトデ ■ タマシキゴカイ 卵のうのみ △ フタツカサネの一種(？) 10 50
□ クシノハクモヒトデ □ イワムシ △ ノリ その他 □ ベニカミキリ △ コケムシ ▲ フサコケムシ 10 55
□ スナヒトデ △ ウロコムシ ▲ 褐藻・紅藻類 □ アオスジアゲハ ■ モンキチョウ △ タテハチョウ △ ボウフラ 11 00
△ クモヒトデ ▲ ゴカイ △ 緑藻・海草類 □ ウスバキトンボ △ アカトンボ △ トンボ △ ミズムシ 11 05

□ クルマバッタモドキ △ アミコケムシ △ ハアリ 11 10
□ ジャコウアゲハ △ イソユスリカ △ ハサミムシ 11 15
□ ナミアゲハ △ コガネムシ △ ヒラムシ 11 20

30.0 水温℃ 26.0 水色 微薄黄緑色いなげの浜 検見川寄り突堤海側 調査日 2020/6/6 調査時間 気温℃10:35 11:45
風向 南南西 風力 2

透視度cm
24  ～  ～ 23

亜硝酸 NO2:2分 0.005 (硝酸) NO3:3分 0.1 硝酸(高濃度):5分 アンモニウム NH4:5分
臭気 微 海藻臭 ＞50潮 大潮 潮位cm 風速計 北西 2.8天気 くもり

8.3
亜硝酸塩 NO2 0.02 硝酸塩 NO3 1 亜硝酸塩 NO2 0.5 硝酸塩 NO3

0.2 全窒素(加算値) 0.305 COD：下記 5 pH：5分

基
準
値

全窒素 1 mg/L以下 野帳7Ver.200606
10 カルシウム Ca 400 炭酸塩高度 KH 3 pH

COD 8mg/L以下 メモ：マテガイ多い △：詳細不明(～の仲間)
pH 7.0～8.3 ﾃﾄﾗﾃｽﾄ：1秒浸+60秒待

8.2

生きている二枚貝判断：身付、新鮮な1㎝以下、大きくても靭帯あり、アサリは新鮮で黒がはっきり、ミドリイ
ガイは緑発色、サルボオなどは殻皮あり、薄い貝、他　｜ ◆：生看做し(生息痕)
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2020.06.06 いなげの浜 No.1 夢鯨工楽部

フグ（幼魚） 2020.06.06 いなげの浜 タテジマイソギンチャク 2020.06.06 いなげの浜

マンハッタンボヤ 2020.06.06 いなげの浜 ユビナガホンヤドカリ 2020.06.06 いなげの浜

ヨウジウオ 2020.06.06 いなげの浜 ヨウジウオ 2020.06.06 いなげの浜

マテガイ 2020.06.06 いなげの浜 マテガイ 2020.06.06 いなげの浜

まだ見たことはありませんが、タツノオトシゴもいるそうです。

伸ばしたタツノオトシゴの感じが出ています。

今年は、震災以降初めてマテガイ採集が出来た感じです。 これは、白い砂入れの効果なのでしょうか？

検見川ではどうなのかが気になります。



2020.06.06 いなげの浜 No.2 夢鯨工楽部

スジエビモドキ 2020.06.06 いなげの浜 アナゴ 2020.06.06 いなげの浜

砂茶碗、ツメタガイ、バカガイ 2020.06.06 いなげの浜 ユウレイボヤ、エゾカサネカンザシゴカイ 2020.06.06 いなげの浜

フナムシ、ワスレイソシジミ、シロボヤ 2020.06.06 いなげの浜 マハゼ 2020.06.06 いなげの浜

コアジサシ 2020.06.06 いなげの浜 コアジサシ（ヒナ） 2020.06.06 いなげの浜

ツメタガイは、身で殻をくるみます。粘液で砂を固めて卵を産み付けます。茶碗

の様に見えるので、砂茶碗。

白い管（棲管）の中にゴカイが入っています。

左下のワスレイソシジミは、釣り餌でアケミガイとしてイソシジミと共に売られ

ているらしいです。

大きなマハゼ。

6/7検見川浜 6/14検見川浜



2020.06.06 いなげの浜 No.3 夢鯨工楽部

ギシギシ 2020.06.06 いなげの浜 ツルナ 2020.06.06 いなげの浜

ハマダイコン 2020.06.06 いなげの浜 ハマヒルガオ 2020.06.06 いなげの浜

ハマユウ 2020.06.06 いなげの浜 ママコノシリヌグイ 2020.06.06 いなげの浜

ニンゲン 2020.06.06 いなげの浜 サンカシャ 2020.06.06 いなげの浜

継子の尻拭い


